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運営会社
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• （福岡・糸島）

株式会社Learner’s Learner
（福岡・糸島）

運営会社



OD/HRD支援

内発性を起点とした

自らの内発性（Playful）の表現
（創業以来様々な事業・関連会社を立ち上げ）

対クライアント

自分たち自身が「Playful」であり続ける



黒川 公晴
（くろかわ きみはる）

株式会社Learner’s Learner CEO

合同会社こっから 代表社員

米国ミネルバ 講師

著書『ミネルバ式最先端リーダーシップ』

2006年外務省入省。2009年米国ペンシルバニア大学で組

織開発修士を取得後、外交官としてワシントンDC、イス

ラエル/パレスチナに駐在。日米の通商協議、日本のアー

トプロモーション等を担当。2013年に帰国後は、米軍基

地の返還交渉、NZとの漁業権益交渉、条約締結等に携わ

る傍ら、首相・外相の英語通訳を務める。国益と価値観

がぶつかり合う前線に立つ中で、個と個、個と組織の在

り方に強い関心を持ち、2018年独立。

以降、ファシリテーター・コーチとして国内外の企業の

組織・人材開発を支援。リーダーっシップ育成、ビジョ

ン・バリュー策定、カルチャー変革、学習型組織づくり、

事業開発等のサポートを行う。

2021年から米国ミネルバと事業提携し、日本企業向けの

リーダーシップ開発事業を開始。自身も講師を務める。

運営主宰

インタビュー記事①

インタビュー記事①

インタビュー記事②

インタビュー記事②

2006 2009 2011 2013 2018 2024

外務省入省 ペンシルバニア大学
組織開発学修士

ワシントンDC イスラエル・
パレスチナ

合同会社こっから
参画

株式会社
Learner’s Learner設立

https://www.learnerslearner.com/
https://www.kokkara01.com/
https://www.kokkara01.com/
https://www.kokkaraxminerva.com/
https://amzn.asia/d/cX0jdZl
https://ix-careercompass.jp/article/6482/
https://www.kokuyo-furniture.co.jp/solution/mana-biz/2024/08/post-731.php
https://www.kokuyo-furniture.co.jp/solution/mana-biz/2024/08/post-731.php
https://forbesjapan.com/articles/detail/33599
https://forbesjapan.com/articles/detail/33599
https://forbesjapan.com/articles/detail/33599


ミネルバについて

2011年、起業家Ben Nelsonが設立

世界最難関のミネルバ大学

WURI2022~23の「世界で最も革新的な大学」で一位に選出

教育業界の革新

「Nurturing Critical Wisdom for the sake of the World」

＝世界が真に必要とする知恵を育む

徹底的な学習科学による「実践的知恵」の定着

●

●

●

●

●



ミネルバとの共同事業

リーダーシップ教育

Managing Complexity



2021年秋開講以来60社約600名以上の企業リーダーに提供

60+

600

+64

Corporate partners

graduates

NPS on average



Managing Complexity 構成

いっそう複雑性を増すグローバルなビジネス環境において、リーダーに必要なcompetenceは何か？



プログラム
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Introduction

システム思考

行動科学とモチベーション理論

パーパス型リーダーシップ

感情の知能指数（EQ）

効果的なチームダイナミクス

インパクトを与えるコミュニケーション

進化するシステムにおける課題分析

アジャイル型イノベーション

意思決定のリーダーシップ

プログラム総括

学習システムの使い方、Science of Learning、Leadership概論

#emergent-properties #system-decomposition #system-thinking

#phychological-explanation #managing bias

#purpose #lead-principles

#relational-iq #individual-differences #self-awareness

#power-dynamics

#phychological-explanation #audience-awareness #cognitive-emotional-persuation

#problem-analysis #divergent-problem-solving

#design-thinking #innovative-mindset

#lead-principles #managing bias #decision-selection

学んだ知恵を自社課題に応用し、リーダーとしてコミットする

Session Theme Contents (#Learning Outcome)

前提となる
思考法

Unit1

対人知性

Unit2

イノベーション
と意思決定

Unit3



学習のスタイル

1

単なる知識理解ではなく、徹底して実践をサポートするために、全てのセッションは「反転学習」と「アクションラーニング」
形式を用いて運営されます。

単元A Class1

Class 2

反転学習

Action

事前課題 事前のリーディングとアウトプット課題

事前課題をベースに全体で議論。ファ
シリテーターの下全員で学びを創る

クラスで得た学びを翌週までに実践

クラス冒頭で実践からさらに得た学び
を共有・消化

アクションラーニング

単元B

11



Session 0

Introduction

#ScienceofLearning

#leadprinciples

● オリエンテーション

● 学習の科学

● リーダーシップ概論



Session 1

システム思考

#systemthinking

#systemdecomposition

#emergentproperties

● システム思考（複雑系システムとは）

● 創発現象を捉える考え方

● システムの分解手法



Session 2

行動科学と
モチベーション理論
#psychologicalexplanation

#managingbias

● モチベーション理論

● 認知バイアスの理解

● バイアスへの対処方法



Session 3

パーパス型
リーダーシップ
#purpose 

#leadprinciples

● 自身のパーパスの探求

● パーパスを目標・行動に紐づける

● パーパスでチームを主導する

● 組織・事業のパーパス



Session 4

感情の知能指数

#relationaliq

#individualdifferences

#selfawareness

● 感情の知能指数(EQ）とは

● 共感力とは

● 自己認知力を高める



Session 5

効果的な
チームダイナミクス
#powerdynamics

● 組織のパワーダイナミクスを読み取る

● 周囲への影響力を自覚化する

● 様々な「力」の源泉と使い方



Session 6

インパクトを与える
コミュニケーション
#psychologicalexplanation

#audienceawareness

#cognitiveemotionalpersuation

● 人を動かすコミュニケーション

● プレゼンの構成とデリバリー

● 認知的アプローチと

感情的アプローチの使い分け



Session 7

進化するシステムに
おける課題分析
#problemanalysis

#divergentproblemsolving

● 課題を特定・定義する

● 課題を分解・分析する

● 水平思考でソリューション案を発散する



Session 8

アジャイル型
イノベーション
#designthinking

#innovativemindset

● デザイン思考の実践

● イノベーターの素養とは

● イノベーションを生む組織の土壌とは



Session 9

意思決定の
リーダーシップ
#leadprinciples

#managingbias

#decisionselection

● 複雑な環境下での意思決定

● バイアスの再理解

● 意思決定のための思考法とツール



Session 10

プログラム総括

● 自社戦略課題の分析と提案を発表

● 相互FBによる実践レベルでの掘り下げ

● これまで習得したスキルの総括と定着



ミネルバの教育システムの特徴

Cross-Contextual

Scaffolding

（文脈横断・足場式）

１つのテーマを間隔をあけながら段階的にかつ

繰り返し学習（足場式）。

１つのテーマをあらゆる文脈に応用させ、実践

させる（文脈横断）。

●

●

「知識理解」でなく「実践的な知恵」を定着

させる科学ベースのカリキュラム Far 

Transferの実現。

01



ミネルバの教育システムの特徴

Fully Active

Learning

Fully Active Learningとは、授業の75%以上の時間

を何らかの知的処理に集中している状態を担保する

学習法。知識習得は授業外で行い、授業内では知識

の応用と実践に集中。事業経営等の経験豊富な講師

陣は、全てこのミネルバ式教授法を習得して授業を

ファシリテート。

02



ミネルバの教育システムの特徴

最先端のテクノロジー
「Forum」

03
授業は完全オンライン。ミネルバ独自開発のシ

ステム「Forum」を使用。

●

発言時間の可視化や、細やかなフィードバック

を可能とする発言記録等、受講者の集中を維持

させる様々な仕掛けをエビデンス・ベースで設

計。

●



最先端の学習システム「Forum」

受講者の発言時間を瞬時

に色で可視化



最先端の学習システム「Forum」

ブレイクアウト中も、各グルー

プ内の発言量や、発言バランス、

作業進捗を一覧で把握



最先端の学習システム「Forum」

授業中の発言と作業を自動記録

し、個人別に整理。具体的な

フィードバックを可能にする。

フィードバックの運用：

①毎授業後15分のディスカッション

②Session5後の1時間のOpen Hour、

③中間課題・最終課題への文章でのFB



効果測定 初回と最終セッション後の各#スキルの伸びを可視化（クラス平均）



効果測定 初回と最終セッション後の各#スキルの伸びを可視化（個人別）



ミネルバ認定ファカルティ

ファカルティ(講師)は自身も複雑な

時代をリードする、経験豊富なプロ

フェッショナル。

「知識の定着」を最優先するミネル

バ大学が開発した独自の教授法を習

得し、受講者の高い学習効果をファ

シリテートします。

プロフィールはこちら

プロフィールはこちら

https://www.kokkaraxminerva.com/#faculty
https://www.kokkaraxminerva.com/faculty


これまでの実績と
受講者の声



VUCA時代のリーダーシップを

理論的・体系的に腹落ちして学

べます。今までもやもやしてい

た事が明確になったり、今まで

なかった新しい視点を見つけら

れる、絶対に受けた方がよいプ

ログラムです

クラス内でのディスカッション

と講師からの的確なフィード

バックを通じて、実業務に汎用

化できるプログラムになってい

る

極めて有益。断然受けるべき。特

に新しい管理職に必要だと思う。

セオリーだけではない、リアルな

ビジネス授業。

短期間でマネージャーとして成

長するのに最適なプログラム。 

すぐに自組織で活用できる実践

的なエッセンスが詰まっている。 

これまでの研修とは全く異な

る体験ができるプログラム。

スキルや思考フレームに終始

せず、物事の捉え方や考え方

の根本を見つめ直す機会にな

る

「新たな経営像」を描ける機会。

本質的な課題を読み解くシステム

思考から、周囲を動かすパーパス

型リーダーシップ、インパクトを

与えるコミュニケーション手法、

共創を促すEQ、実践的なイノ

ベーショ ン手法等々、一つのプ

ログラムで受講出来る。 

DX領域で新しい事業を成功さ

せるために必要なリーダー

シップについて学べる研修で

あり、これらの要素を身に着

けないと事業創発スキルを学

んでも実現は難しい 

業務遂行能力を評価されて

リーダーとなった人は、本プ

ログラムを受けてリーダーと

して必要な資質を学ぶ機会に

なる。 



「リーダーとしての自信がついた」

「学びを実践に活かせている」

「業務に関連深い内容だった」

「Forumが学習効果を高めた」

「興味を引く内容だった」

の全てにおいてほぼ100%がYesと回答。

これまで

約600名の

NPS=+64

※21年9月～22年11月 受講者からのアンケート集計

※



プログラムの価値と実施目的例

最前線の「リーダーシップ」を実践レベルで装着する

（「研修はよかったけど、、、」では終わらない）

●

課題発見～イノベーション、他者の巻き込み、自己推

進といったリーダーとしての根本的な「力」を身につ

ける（ハードスキルを使いこなすための根本の総合力

●

ハイパフォーマーが何となく実施してきたことを棚卸

し・体系化して再現性を高める。

●

部署を超えたリーダー層の共通言語を作る。●

価値 実施目的例

次世代経営層の育成

管理職のレイヤー研修

新規事業、プロマネ、ソリューショ

ン事業に関わる部署のリーダー育成



参加方法：単独クラス/混成クラスからお選びいただけます

お好みの時期・曜日・時間帯で受講可能●

単独クラス（1社12~16名派遣）のメリット

人事担当と事務局を組成し、研修前・中・後で

学習効果や成長課題を綿密にフォロー・報告

●

社内のため業務課題についてより深い議論が可

能。リーダー間の結束と組織への波及大。

●

人材育成戦略全体のコンサルティングも並走●

企業独自の人材要件に沿って細部のカスタマイ

ズが可能

●

育成対象が多く、深くスピーディーな組織成長を目

指す企業におすすめ

異業種交流最優先、または育成対象や予算に制約が

ある企業におすすめ

少人数（4名）での派遣が可能●

混成クラス（1社4名派遣）のメリット

異業種での交流が可能（最大４社が同時参加）●

他社受講者からの刺激（企業の組み合わせは選

択できません）

●

研修前後での研修効果をご要望に応じフォロー●



受講料：55万円/名（税別）

受講料について

※その他／事務手数料：混成クラスにご参加の場合、１社１クラスごとに10万円（税別）を頂戴いたします

※原則1社4名のご参加をお願いしております（220万円/社（税別））



4月8日

4月15日

4月22日

4月28日

5月13日

5月20日

5月27日

6月3日

6月10日

6月17日

6月24日

Introduction

Session1

Session2

Session3

Session4

Session5

Session6

Session7

Session8

Session9

Session10

【実施スケジュール】

2026年開講コース
(4月開講)

4名／社 （1クラス～16名）

原則水曜日…18時～20時

人数

日時

4月8日～6月24日（全11回）期間

混成クラススケジュール

※お申込み締切日：2026年2月15日
定員に達し次第、締切日に限らず受付を終了する場合があります



6月3日

6月10日

6月17日

6月24日

7月1日

7月8日

7月15日

7月22日

7月29日

8月5日

8月19日

Introduction

Session1

Session2

Session3

Session4

Session5

Session6

Session7

Session8

Session9

Session10

【実施スケジュール】

2026年開講コース
(6月開講)

4名／社 （1クラス～16名）

原則水曜日…18時～20時

人数

日時

6月3日～8月19日（全11回）期間

混成クラススケジュール

※お申込み締切日：2026年4月15日
定員に達し次第、締切日に限らず受付を終了する場合があります



9月2日

9月9日

9月16日

9月30日

10月7日

10月14日

10月21日

10月28日

11月4日

11月11日

11月18日

Introduction

Session1

Session2

Session3

Session4

Session5

Session6

Session7

Session8

Session9

Session10

【実施スケジュール】

2026年開講コース
(9月開講)

4名／社 （1クラス～16名）

原則水曜日…18時～20時

人数

日時

9月2日～11月18日（全11回）期間

混成クラススケジュール

※お申込み締切日：2026年7月15日
定員に達し次第、締切日に限らず受付を終了する場合があります



12月2日

12月9日

12月16日

12月23日

1月6日

1月13日

1月20日

1月27日

2月3日

2月10日

2月17日

Introduction

Session1

Session2

Session3

Session4

Session5

Session6

Session7

Session8

Session9

Session10

【実施スケジュール】

2026年開講コース
(12月開講)

4名／社 （1クラス～16名）

原則水曜日…18時～20時

人数

日時

12月2日～2月17日（全11回）期間

混成クラススケジュール

※お申込み締切日：2026年10月15日
定員に達し次第、締切日に限らず受付を終了する場合があります
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